





























J. Fac. Edu. Saga Univ.
















































































































































































































































































































































































































































































































三の組 修 身 教生 永井たか
同 猪子ふで
同 本多よし
二の組 織 物 同 長谷川てる
同 多賀はる
一の組 積 軆 保姆 豊田芙雄
同 横川うめ
前 村 晃１４






















六 球 法 ロクキウハウ ムツノマリ
三 體 法 サンタイハウ ミツノタイ
第一積體法 セキタイハウ キノツミタテ
第二積體法 （同 上） （同 上）
第三積體法 （同 上） （同 上）
第四積體法 （同 上） （同 上）
置 板 法 チバンハウ イタナラベ
置 箸 法 チチヨハウ ハシナラベ
置 鐶 法 チクワンハウ クワンナラベ
圖 畫 法 ヅグワハウ エガキカタ
刺 紙 法 ソクシハウ サ シ ガ ミ
繍 紙 法 シウシハウ ヌ イ ガ ミ
織 紙 法 シヨクシハウ ヲ リ ガ ミ
組 板 法 ソバンハウ ク ミ イ タ
連 板 法 レンバンハウ ツラネイタ
組 紙 法 ソ シ ハ ウ ク ミ ガ ミ
豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究 １５
摺 紙 法 センシハウ タヽミガミ ※前村注；旧呼称正しくはセウシハウか。
豆 工 法 ヅコウハウ マメサイク





















































































































































































































続いて「保育規程」として、第五條に「保育ノ課ハ修身ノ話シ 庶物ノ話シ 木ノ積立 板排ヘ 箸排





































































六 箸 排 ヘ 箸排ヘハ大約一寸ヨリ五寸マテノ五種ノ細長キ箸ヲ與ヘテ門梯家机等ノ輪郭ヲ排ヘ
シメ以テ工夫ノ力ヲ養フヲ主トシテ兼テ長短ノ觀念ヲ得セシム（前村注；「主トシ
テ」と「主トシ」の些細な違いがあるのみである）
七 鐶 排 ヘ 鐶排ヘハ鉄或ハ眞鍮ノ全輪半輪ヲ交ヘ與ヘテ種々ノ形ヲ排ヘシム間々又箸ヲ交ヘ與
フル アリ其目的略箸排ヘニ同シ（前村注；女子師範の「亦」が「又」になってい
たり「コト」が「 」になっているだけで同文である）
八 豆 細 工 豆細工ハ細ク削リタル竹ト水ニ浸シタル豆トヲ與ヘテ豆ヲ以テ竹ヲ接合ハセ机等ノ
形ヲ造ラシメ以テ模造ノ力ヲ養フ（前村注；女子師範の文章の「接キ合セ」が「接
合セ」、「机堂等」が「机等」になっているだけで同文である）
九 珠 繋 キ 珠繋キハ始ニハ彩色セル麦藁ノ切レト孔ヲ穿チタル色紙ノ切レトヲ交ヘ糸ニテ繋カ
シメ終ニハ南京珠ヲ繋カシメ以テ縫取リニ入ル階梯トス（前村注；元の「絲」が「糸」
になっているだけでまったく同文である。南京玉はビーズのこと）
十 紙 織 リ 紙織リハ細ク截リタル色紙ヲ經筋緯筋トシ種々ノ模様ヲ編マシメ以テ色ノ配リ方ヲ
知ラシム（前村注；まったく同文である）
十一 紙 摺 ミ 紙摺ミハ色紙ヲ與ヘテ舟鶴蛙等ノ形ヲ摺マシメ以テ想像ノ力ヲ養フ（前村注；元の
「舟鶴等」が「舟鶴蛙等」となっているだけで同文である）
十二 紙 刺 シ 紙刺シハ柄アル鍼ニテ紙面ニ紋形花鳥等ノ形ヲ刺シ穿タシメ以テ縫取リノ下畫トナ
サシム（前村注；元の「柄ノアル」が「柄アル」、「花草等」が「花鳥等」になって
いるだけで同文である。柄アル鍼は千枚通し状のもの）






















十九 唱 歌 唱歌ハ保姆ノ唱フル所ニ倣ヒ容易ニシテ面白キ唱歌ヲナサシメ時ニ樂器ヲ以テ之レ
ヲ和シ自ラ其胸廓ヲ開キテ健康ヲ補ヒ其心情ヲ和ケテ徳性ヲ養ハン ヲ要ス（前村
注；元の「容易クシテ」が「容易ニシテ」になっているだけで同文である）





明治２４年（１８９１）、保育項目を「保育ノ課ハ修身 庶物 積ミ方 板排ヘ 箸排ヘ 環排ヘ 畫キ方 紙




































































・私立三崎町幼稚園 （明３０．１２） ３０銭～５０銭 ※片山潜設立
・私立彰栄幼稚園 （明３１．８） １円
・私立築地幼稚園 （明３２．１１） １円

















































































一始業期日 四月十一日 一授業料、 一人一カ月金壹圓
第二學年編入志願者ハ高等小學校第三學年修了ノ程度ニ依リ國語算術ノ二科目ニツキ試験ヲ行フ
生徒募集ニ關スル趣旨
本校ハ明治二十五年ノ創業ニシテ爾來歳月ヲ閲スルコト茲ニ十有六年時世ノ進歩ハ日々ニ急ニシテ遂
ニ本年ヲ以テ當地ニ府立高等女學校ヲ設置シ來四十一年四月ヨリ開始セラレントスルノ機運ニ際會セ
リ而シテ聞ク所ニ依レハ當局ノ議開校當時直ニ一、二、三、學年ヲ設置セラレントスト盖一學年ノ生
徒ハ各郡高等小學校第二年以上ノ修了者ヲ以テ之ヲ充シテ餘リアルモ第二學年、第三學年ノ生徒ハ勢
編入試驗ニ應セサルベカラサルノ困難アリ開校ニ際シ此等編入試驗ニ應スルモノ多数ナラムモ若シ學
豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究 ２７
力不充分ノ為定員ヲ充スコト能ハサルコトアル ハ郡部女子教育ノ為遺憾極リナキヲ以テ今回當局ノ
指導ヲ受ケ本校學則ハ東京府高等女學校學則ニ準據シテ之ヲ改メ教員ハ女子高等師範學校卒業者ヲ増
聘シ其ノ他諸般ノ点ニ付キテ多大ノ刷新ヲ行ヒ前記人員ノ生徒ヲ募リ府立高等女學校開校ノ暁第二、
第三、學年ニ編入セラルベキ者ヲ養成シ以テ女子教育ノ進運ニ助クル處アラムトス是一ハ府立高等女
學校開校經營ノ趣旨ニ叶ヘ併セテ同校設置ニ關シ盡瘁セラレタル諸賢ノ厚志ニ□（前村注；判読困
難）ユル所以ナラムカ
私立八王子女学校は、明治４０年（１９０７）４月の時点で、廃校を前提に高等女学校並となり、実質上府立
第四高等女学校の準備校となるのである。したがって、この年の入学者の学歴が高いのは当然である。
この時に際し府の指導を受け「東京府高等女學校學則ニ準據シテ」定められた学則（５８）は「八章」で構成さ
れているが「第一章 総 則」は次のようになっている。
第一章 総 則
第一條 本校ハ女子ニ須要ナル高等普通教育ヲ為スヲ以テ目的トス
第二條 本校ニ本科及選科ヲ置ク
第三條 修業年限ハ本科ヲ四ケ年選科ヲ一ケ年トス
第四條 生徒定員ハ本科二百人選科四十人トス
また、「第三章 教科 課程」は次のようになっている。
第八條 學科目ハ修身、國語、外國語、歴史、地理、數學、理科、圖画、家事、裁縫、音樂、體操ト
ス 外國語ハ英語トス
第九條 各學年ニ於ケル各學科目ノ課程及其ノ毎週教授時數ハ別表ノ如シ
「第四章 入學在學退學懲戒」の「第十一條」には入学者の資格要件が述べられている。
第十一條 入學セントスル者ハ左記ノ資格ヲ備フルヲ要ス
一品行方正身體強健ナル者
二年齢満十二年以上ノ者
三修業年限二ケ年ノ高等小學校卒業ノ者又ハ之ト同等以上ノ學力アル者
これらを見ればわかるように、目的、教科、入学要件など、すべてが高等女学校相当になっている。不
備だった科目は補充されたし、教員も女子高等師範学校の卒業生を増員している。楳子は寄付行為の手続
きとして「校舎寄付之儀ニ付申請」を書き、府知事からは「南多摩郡元八王子村横川四七一 横川楳子
明治四十年八月二十三日付申請ノ私立八王子女学校々舎寄付ノ件聞届ク 明治四十一年四月十三日 東京
府知事 阿部浩（５９）」という受諾書が届けられている。
私立八王子女学校の生徒は、明治４１年（１９０８）４月、全員が明神町に建設された府立第四高等女学校に
移籍され、天神町の旧校舎は、義務教育が４年から６年に変更されたことで設けられた東京府青山師範学
校第一種講習所として２年間使用され、その後、明治４３年（１９１０）、町立図書館として、大正６年（１９１７）、
市制施行で八王子市立図書館として使われるようになる。
前 村 晃２８
写真６ 私立八王子幼稚園最後の保育証（６０）
横川楳子が八王子に帰郷して開いた女学校は、１３回の卒業生を出し、設立１５年で幕を閉じたわけである
が、まだ女子教育の未発達な郡部にあって、楳子の先駆的な実践は地域の人々に大きな希望を与えたとい
える。また、府立第四高等女学校は楳子の女学校を基盤にして設置されており、そうした意味でも楳子の
貢献には甚大なものがある。
ただ、府立第四高等女学校が幼稚園を併設したという記録はないし、楳子が幼稚園だけは残したという
記述もない。また、幼稚園を他の経営者に委ねたという情報も一切ないことから、明治４１年（１９０８）３月、
女学校の廃校と同時に幼稚園は完全に廃園となったものと思われる。
その後八王子の幼稚園は、大正元年（１９１２）１０月、ロジャーＡ．ウォーク司祭の夫人によって、近隣の
子どもを集めて開かれた八王子幼稚園ができるまで約３年半のブランクがある。しかし、楳子の幼稚園が
先行して１５年に渡って存在していたことから、地域の人々の間に、幼稚園に対する認知は一定程度のもの
は残っていたものと思われる。平成２２年（２０１０）現在、八王子市内には、公立幼稚園（国立を含む）はゼ
ロであるが、私立幼稚園３１、公立保育所１６、私立保育所６６の幼児教育、保育の機関がある。直接の連続性
はないにしても八王子の幼児教育は横川楳子が設立した私立八王子幼稚園一園をその始まりとしている。
教育の世界から身を引いた楳子は、その後、最晩年まで地域の婦人会活動のリーダーとして活躍してい
る。楳子の人物像について書き残されたものは少ないが、謹厳実直で、自らにも他者にも厳しく、生徒に
軽はずみな言動は許さず、女学校経営を止めるまでは、自宅でも人前で横になってくつろぐようなことは
なかったと言われている。
そういう楳子も、事情は良くわからないが、冤罪事件に巻き込まれて囚われの身となったこともあるし、
若いころは母宛ての手紙に自分の身をはかなむような弱気な記述をすることもあった。また、八王子での
厳格な女教師時代にあっても、犬、猫を拾ってきては何十匹も飼っていたというエピソードなどにはむし
ろほっとするような人間味を覚える。
横川楳子は、大正１５年（１９２６）１月３日、亡くなっている。享年７４歳であった。楳子は、子ども時代か
ら学問が好きで、学問修行に励み、成人後は幼児教育、女子教育の開拓者として活躍し、余生は地域の婦
人会活動に殉じた人であった。楳子は生涯独身を通している。
豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究 ２９
４ 八王子幼稚園の幼児教育史上の位置
 八王子における幼稚園の先駆け
私立八王子幼稚園創設の意義は、未だ未開拓のままであった八王子及び多摩地区の人々に幼児教育の必
要性を実例をもって知らしめたことにある。しかも、楳子は、名実共にわが国の幼稚園の「模範」となっ
た東京女子師範学校附属幼稚園の草創期の保姆であり、直訳式恩物保育と改正恩物保育の双方を理論的に
も実践的にも熟知した人であった。そうした人物が八王子地区における最初の幼稚園教育の開拓者となっ
た意味は大きい。
また、楳子の創設した幼稚園は、幼児教育と女子教育とを一体化させるために八王子女学校併設のかた
ちをとっていたが、楳子は女子教育においても、地域の先駆けをなしており、府立第四高等女学校の設立
に多大な貢献をしている。横川楳子は多摩地区の女子教育の恩人でもある。
私立八王子幼稚園は、明治２５年（１８９２）１１月に始まり明治４１年（１９０８）３月廃園となったが、横川楳子
が、幼児教育に関しては蒙闇の多摩地区で、１５年間、苦労を重ねながらも懸命に「幼稚園の灯」をともし
続けたという歴史的事実は永久に消えることはない。
 改正恩物保育の忠実な実践例
私立八王子幼稚園の保育内容は、若干の違いはあっても、明治１４年（１８８１）に改正された東京女子師範
学校附属幼稚園の改正恩物保育を忠実に実践しており、明治２４年（１８９１）の追加改正をも受け入れた内容
となっている。八王子幼稚園の実践は改正恩物保育の実例を提供しているという点で貴重である。また、
八王子幼稚園の実践を見ることは、東京女子師範学校附属幼稚園の改正恩物保育実践を見ることにも通じ
ており、逆照射が可能である。
 横川家と社会奉仕の精神
私立八王子幼稚園は、併設の女学校と共にその経営はきわめて厳しいものであったが、横川家伝来の犠
牲的なまでの社会奉仕の精神で経営が持続されたことを示している。私立八王子幼稚園は、かつては、私
立幼稚園の多くは、犠牲的な奉仕精神を抜きには経営を維持することがきわめて困難であったことを想像
させる実例となっている。
しかし、幼児教育の重要性が広く浸透している現代においても、私立幼稚園の経営は似たような状況が
ある。「幼児教育こそ教育の基盤である」という社会的認識はまだまだ不充分だからである。
〔注〕
 鈴木龍二『武州八王子史の道草』、多摩文化研究会、１９６８年、p．８９
 同上、pp．８８‐１２１
 同上所収、「横川楳子と兄横川左馬太郎について」、pp．１５４‐１６９
 塚原蓼州（塚原渋柿園）『藍香翁』（尾高惇忠伝）、藍香翁頌徳碑建設発起人、明治４２年
※ 本書は元々非売品である。筆者の所有する１冊はまれに出る古書市場を通して入手した。近年、現代語訳版が発行
されているようであるがこれも手に入りにくいようである。本書には横川楳子の兄勇太郎が実兄のように慕った、お
玉が池の千葉道場「玄武館」の塾頭真田範之助の「鹿島落ち」が記述されている。
藍香（尾高惇忠）の母は渋沢家の出。惇忠は渋沢栄一の従兄で栄一の句読の師でもある。後、栄一が惇忠の妹と結
婚するため義兄弟の間柄となる。この本の幕末、維新に関わる内容は以下のとおりである。
惇忠は、天保１２年（１８４１）、１２歳（あるいは１５歳）の時、徳川斉昭の水戸城外千波が原に父（あるいは祖父）に連
れられて「擬戦的追鳥狩」を見物に行き、大砲、小銃の音が轟き、槍、太刀がきらめき、馬が嘶き、人が喚く疑戦闘
状況を見て感銘を受け、水戸藩の学問に関心を寄せるようになり、青年期には藤田東湖の『新策』や『常陸帯』、會
前 村 晃３０
て ばか
澤正志齋の『新論』などを愛読するようになる。武蔵國榛澤郡手計村の尾高家は武家ではなく名主の家柄であるが、
惇忠は武芸に励み、真田範之助との他流試合で打ち勝つような剣の達人となる。尾高惇忠の周辺には尊王攘夷の士が
集まるようになり小党派が形成されていく。惇忠の思想行動はかなり過激であるが大老（伊井）を斬り、老中（安藤）
を傷つけるだけで政治が変わるわけではない、「郡縣の制」を建て国家を統一して攘夷を成就させ、鎖国を実行する
べきだとし、仮に機運が至って開国するにしても、富国強兵が背景になければ外国と対等に交わることはできぬとい
う尊攘討幕の主張を持つ。
この総勢７０名足らずの一党には、他流試合以来、親交を結ぶようになった千葉道場の真田範之助以下５、６名も加
わっており、楳子の兄勇太郎も範之助の側近として行動を共にしていたという記録がある。この党派の実行策は、ま
ず、高崎城を夜襲して奪い、勢いに乗って横浜の洋館を焼き打ちにするというのだから無謀である。実行日は文久３
年（１８６３）１１月の冬至の日と定められたが、藍香（尾高惇忠）の弟で代表者の長七郎が慎重論を出し、これに対して、
惇忠、栄一、範之助らが強力に反対し激論が続くが最終的に攘夷実行計画は一時見合わせとなる。
後、渋沢栄一は一橋家に仕え、さらに幕臣となり、パリ万博へ出かける。その間、藍香は渋沢成一郎と会い、朝敵
の汚名を着せられた徳川慶喜の冤罪を雪ごうと持ちかけ、渋沢成一郎を代表者とし自分は参謀格となって彰義隊を結
成する。上野戦争の直前、徳川慶喜が江戸を去り水戸に移ったため、江戸市中での戦闘を避けようと主張する頭取渋
沢成一郎派と、あくまでも上野に留まって戦闘も止むなしと主張する副頭取天野八郎派との間で意見の食い違いを生
じて袂を分かつことになり、成一郎らは「振武軍」を結成し、田無・西光寺に本陣を置く。彰義隊の上野戦争での敗
残後、振武軍は飯能まで軍を引き、ここで官軍と戦うが敗れて四散する。
その後、藍香（尾高惇忠）は、伊香保、草津、前橋に潜んで転々とした後ひそかに郷里手計村に戻っている。藍香
は、後、義弟で大蔵官僚の渋沢栄一の後押しもあって官営富岡製糸工場の設立に尽力し、明治５年（１８７２）１０月４日
操業時に創立責任者（初代工場長）となっている。尾高惇忠の功績の中で秋蚕の発見は出色である。秋蚕が生糸輸出
の３分の１程度になったというのだからわが国の経済に与えた貢献は大きい。さらに後には、栄一が設立した第一国
立銀行に勤務し、実業界で活躍している。渋沢成一郎は、その後、江戸に戻り、東北地方を転戦する。さらに、榎本
武揚軍に従って函館に渡り、官軍と戦い、敗れて降伏している。明治になって喜作と名を改め、大蔵省、小野組を経
て実業家となっている。
真田範之助らは、横川楳子の兄勇太郎を含め、手計での攘夷決行か否かの激論のあった翌年、水戸天狗党の筑波挙
兵に巻き込まれ、範之助は新徴組に襲われて命を落とすことになる。
 織田鉄三郎『天狗党鹿島落ち』、ふるさと文庫、筑波書林、１９８４年
 小島政孝「北辰一刀流―真田範之助と敷島文雄―」、たましん歴史・美術館編『多摩のあゆみ』たましん地域文化財団、
平成９年
※ 敷島文雄は真田範之助の実弟。武道家。真田を殺した新徴組を新撰組と誤解したのか、八王子で近藤勇を襲ったと
いう逸話が残っている。明治期も武道家として活躍する。
 長谷川伸「真田範之助」、平岩弓枝監修『花と剣と侍』所収、光文社、２００９年（原著は戦前）
※ 長谷川は『藍香翁』中の真田範之助の「鹿島落ち」について根拠資料がないとし、後の資料発見に含みを持たせて
いるが、織田鉄三郎は、鹿島神宮の鹿島家に残る、神官たちの目撃記「飛鳥川附録」中に真田範之助の「鹿島落ち」
の事実が記されていることを明らかにしている。
 東郷隆「屏風の陰」、月刊『ジェイ・ノベル』（１月号）、２００５年、東郷隆『我餓狼と化す』所収、実業の日本社、２００６
年
 前掲、鈴木龍二、「横川楳子と兄横川左馬太郎について」
 夢酔藤山「千人同心が行く 天狗の影を追いかけて―横川勇太郎」、http://blog.livedoor.jp/musuitouzan./archive/...、２００８年
０７月２５日
 同上、「千人同心が行く 明治の世に残せしもの―横川勇太郎の家族たち」、http://blog.livedoor.jp/musuitouzan./archive/2008
-08.html、２００８年０８月０１日
 前掲、織田鉄三郎、pp．２７‐２８
	 同上、p．３５

 同上、p．３２
 同上、p．３５
 前掲、夢酔藤山、「千人同心が行く 天狗の影を追いかけて―横川勇太郎」
 前掲、鈴木龍二、pp．１５８‐１６２
 村上直『江戸幕府八王子千人同心』（増補改訂版）、雄山閣出版、１９８８年（初版）、１９９３年（増補改訂版）
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 光石知恵子「明治時代の八王子の教育と横川楳子」、『明治時代の八王子』所収、八王子郷土資料館、１９９３、p．２２
 同上、pp．２５‐２６
 同上、p．２７
 東京都編『東京の幼稚園』、東京都、昭和４１年、p．１８７
 前掲、鈴木龍二、成人後の横川楳子（写真）、写真頁
 前村晃・高橋清賀子・野里房代・清水陽子『豊田芙雄と草創期の幼稚園教育』、建帛社、２０１０年
 折紙「六歌仙」、横川楳子家文書、八王子郷土資料館
 前掲、前村晃他著
	 東京女子師範学校附属幼稚園編『恩物圖形』、東京女子師範学校附属幼稚園、明治１１年

 横川楳子の書簡、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治１１年１２月６日
 前掲、前村晃他著
 横川楳子の書簡、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治９年８月１２日
 メーソンとの別れの歌、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治１５年
 倉橋惣三・新庄よし子『日本幼稚園史』（復刻版）、臨川書店、昭和５年（初版）、昭和５５年（復刻版）、pp．９０‐９１
 「文部省教育品陳列塲出品目録」、国立国会図書館、明治１４年
 前掲、倉橋・新庄、pp．９２‐９４
 前掲、東京都編、p．１８５
 福羽美静、扇の書、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治１７年
※ 和歌の前に『横川楳子の君は幼稚園に奉職し、とし久しく勤勵しけるに今やむことを得ざるより職を辞し、いへに
□□□するにのぞみ其同僚はさらなる学校中の人々みな君、をしめることのふかきをみて 美靜』がある。
 八王子市史編纂委員会編『八王子市史 上巻』、八王子市役所、昭和３８年、p．３００
 前掲、東京都編、p．１８６
 私立八王子女学校の趣意書、横川楳子家文書、八王子市郷土資料館蔵
 前掲、前村晃他著
 加藤錦子の手紙、横川楳子家文書、八王子郷土資料館
 幼稚園保姆免許状、神奈川県、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治２５年
※ 八王子で幼稚園を開くにあたって、改めて神奈川県の幼稚園保姆免許状を必要としたようである。楳子の免許状は
神奈川県第２号となっている。
 横川楳子「明治廿五年十一月 八王子幼稚園規則」、横川楳子家文書、八王子郷土資料館
 私立八王子女学校と私立八王子幼稚園の生徒及び園児募集の広告（写真）、横川楳子家文書、八王子市郷土資料館蔵、
明治２５年
 神奈川県からの保姆免許状（写真）、神奈川県、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治２５年
 前掲、横川楳子、「八王子幼稚園規則」、保育課程表
 前掲、東京都編、共立幼稚園の項、pp．７１‐７２
 同上、芝麻布共立幼稚園の項、pp．８１‐８２
 同上、赤坂幼稚園（保科志う）の項、p．１０１
 前掲、横川楳子、「八王子幼稚園規則」
! 同上
" 同上
# 前掲、東京都編、諸幼稚園保育料項
$ 幼稚園名簿、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治２５年１１月－明治２９年１月
% 幼稚園表、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治３４年、明治３５年
& 幼稚園授業料納入簿、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治３７年－明治３８年
' 入学者募集要項、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治４０年３月
( 私立八王子女學校學則、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、（明治４０年）
) 東京府知事 阿部浩の受領書、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治４１年
* 最後の幼稚園保育証（写真）、横川楳子家文書、八王子郷土資料館、明治４１年３月
前 村 晃３２
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